

























International Conference on the Ancient Novel における筆者（7 月 24 日）と渡邉顕彦氏（7




1  本研究は JSPS 科研費 23720183 の助成を受けたものである。本稿の着想は 2008 年 7 月 21 日〜 26 日にポルト
ガルのリスボンで開催された国際古代小説学会（ICAN2008）でおこなった発表 'The First Japanese Translation of 
Daphnis and Chloe' （7 月 24 日）に端を発する。英語による発表原稿は、学会プロシーディングスの一つである 
Marília Futre Pinheiro, David Konstan & Bruce Duncan MacQueen (eds.) , Cultural Crossroads in the Ancient Novel（Berlin:De 




2  渡邉 (2001), p.253. ただし、ダフニスではなく、ダフニと誤記されている。網羅的なロンゴス書誌である Ferrini 
















































4  矢野目源一の略歴については、亀井・沓掛 (2005)、種村 (1976)、吉行 (2002) を参照した。
5  種村 (1976), pp.175-176.















　『ダフニスとクロエ』のフランス語訳としてよく知られているのは Jacques Amyot の
古典的名訳（1559 年初版）と、それを改訂した Paul- Louis Courier 訳（1810 年初版）
である。1807 年 12 月に Courier がフィレンツェ写本（Florentinus Laurentianus Conventi 
soppresi 627）を再発見したことで、Amyot が用いたパリ写本（Paris Gr. 2895）などヴァ




Courier により空白部分が補われた 1810 年以降に出版されたものであることは疑いな
い。Ferrini のロンゴス書誌によれば 
9
、1810 年から矢野目訳が出た 1925 年までの間に
出版されたフランス語訳 83 冊のうち九割以上が Amyot-Courier 版であり、いくつか訳
者が明記されていないものを除けば（確認した限りでは、それらもほとんどが Amyot-








れはもう一つの 19 世紀のフランス語訳である Zévort 版で原典同様に序 (PRÉAMBULE) 
が置かれていることに対応する。
　人物名や地名の表記もしばしば Courier 版とは異なる。Courier では Cleariste、
Lycenion, Eudrome、Syringe、Hippase と表記されている名前が、矢野目訳ではクレアリ
スタ、リセニウム、エウドロモス、シュリンクス、ヒッパソスと訳されており、この表
7  小田 (2009), pp.186-193.
8  ただし、アンジェロ・ポリツィアーノやアンリ・エティエンヌのように 15、6 世紀にフィレンツェにある写本
を直接読んで知っていた人物は存在する。Barber (1989), pp.5-8.
9  Ferrini (1991), pp. 135-162.
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た」(p.119) と訳している場面 (1.7) は、Courier 版では Lamon et Dryas en une même nuit 
songèrent tous deux un tel songe. となっているが、Zévort 版では lorsque Dryas et Lamon 
eurent la même nuit la vision suivante. となっている。「このとき」に当たる lorsque や「ド
リアスとラモン」という名前の順序の一致から Zévort 版に従っていることがわかる。
　また、ドルコンがクロエを待ち伏せして襲うため狼皮をかぶったときに、狼の顎が彼
の頭を覆う様 ὥσπερ ἀνδρὸς ὁπλίτου κράνος 「重装歩兵の兜のように」(1.20) を、Courier 
が manière de cabasset d'un homme de guerre と訳しているのに対し、Zévort は comme le 
cimier d'un hoplite と訳している。ここから、homme de guerre「軍人」よりもギリシア












達」とあるのは、Zévort 訳の Philétas et ses enfants を訳したものであろう。Courier 訳で
















Zévort 版の deux cents stades（200 スタディオン）ではなく 
13
、Courier 版の huit ou neuf 
lieues 「8、9 リュー」に酷似している 
14
。文章全体を見ても、矢野目訳は Courier の loin 





13  Dans le voisinage, à environ deux cents stades de la ville, un riche habitant possédait une terre.
14  Environ huit ou neuf lieues loin de cette ville de Mitylène, un riche homme avoit une terre.
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de cette ville de Mitylène 「このミティレーヌの街から（8、9 リュー）離れた」という表
現を正確に訳しているようにみえる。矢野目が Zévort 訳を底本にしたのは間違いない
と思われるが、こうした例から、Courier 訳も適宜参照した可能性がある。ちなみに同
じ距離を表す場面でも、第三巻冒頭の cents stades（100 スタディオン）は Courier 訳の 
six lieues 「6 リュー」そのままではなく、矢野目訳では「四里」と訳されている。これ
は Zévort 版の stades 表記では 200 スタディオン (1.1) と 100 スタディオン (3.2) で、ちょ
うど半分になるはずの距離が、Courier 版の 8.9 リューと 6 リューでは半分にならない
ので、矢野目が訳す際に整合性を考えて直した結果と考えられるのではないだろうか。
　その他、一見 Courier 訳と Zévort 訳のどちらにも負っていないようにみえる箇所が
ある。たとえば、フィレータースの息子ティーテュロスがフランス語訳では Courier と 








か。地名の Méthymne をフランス語読みのメティンヌではなくメティムネ、Mitylène を
ミティレーヌではなくミティレネと訳しているところにも同じ傾向がみられる。





由が認められてはいたものの、その法律には 1893 年（明治 26 年）に公布された出版法









性癖（4.10ff.）には、その傾向が強い。古くは 1559 年の Amyot 訳ですでに前者は密か
に削除されており、1855 年の Rowland Smith 訳では不適切と考えられた箇所は削除され、
脚註にその箇所のラテン語訳が掲載されている。20 世紀になってからも Loeb Classical 
Library 所収の Edmunds 版 (1916) では、リュカイニオンの性の手ほどきでも、グナトー
15  紅野 (2009), pp.14-15.
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ンの少年愛でも、英語の対訳が突然ラテン語訳に変わる箇所がある。なお、Edmunds


















(1) p.131 ll.4-5: ○で 48 字分削除。
　Zévort: 1.20「ドルコンはクロエが一人きりの時に彼女を力ずくで襲おうと考えた」
第二巻　




(3) p. 150 ll.9-10: ○で 24 字分削除。
　Zévort: 2.8「接吻と抱擁と地面にすっかり裸になって寝る」








(6) p.151 ll.11-12: ・で 2 文分削除。
　Zévort: 2.10 接吻と抱擁はするが、三つ目の療法（＝裸で一緒に寝る）ははかどら
ない場面。
(7) p.151 l.15-p.152 l.3: ・で 2 文半分削除。
　Zévort: 2.11 接吻と抱擁をするうちにダフニスがやや激しくクロエを引き寄せた拍
子に二人は横倒しになったが、ただ抱き合ったまま横になる場面。
(8) p.171 ll.12-13: ○で 40 字分削除。
　Zévort: 2.38「それから互いに接吻を交わして、抱き合い、地面に横になった。」
第三巻　










(11) p.186: ○で文中 42 文字分削除。
　Zévort: 3.15「二人を苦悩から救い出すと同時に自らの欲望を満たすのに一石二鳥の
好機だと考えて」
(12) p.187 l.6: ○で 6 字分削除。
　Zévort: 3.17「お前に愛の行為を教えて」
(13) p.187 ll.7-12: ・で 5 文分削除。
　Zévort: 3.17 リセニウムからダフニスへの性の手ほどきへの誘い。
(14) p.187 l.15: ○で 26 字分削除。
　Zévort: 3.18「自分がしたいと思っていることをクロエにできる（方法）」
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(15) p.188 ll.2-9: ・で 5 文分削除。
　Zévort: 3.18 リセニウムのダフニスへの性の手ほどき。
(16) p.188 l.10: ○で 19 字分削除。
　Zévort: 3.19「すぐに彼女（クロエ）に、習ったばかりのことをすべてしたがった」
(17) p.188 l.12- p.189 l.4: ・で 6 文分削除。
　Zévort: 3.19 リセニウムからダフニスが処女であるクロエの相手をする場合の忠告。
(18) p.189 ll.6-7: ○で 17 字削除。
　Zévort: 3.20「クロエに接吻と抱擁以上を得ることを強いるのは」
(19) p.189 ll.7-12: ・で 8 文分削除。
　Zévort: 3.20 クロエが血まみれになるのを恐れてこれまで通りの仕方で楽しむこと
にして森を出た次第。
(20) p.189 l.13: ○で 42 字分削除。
　Zévort: 3.20「彼女（クロエ）を腕にしっかり抱き締めて、リセニウムとの愛の格闘
でしたように、彼女に接吻した。」
(21) p.190 l.2: ○で 31 字分削除。
　Zévort: 3.20「そして彼（ダフニス）が食べている間に、彼女（クロエ）は自分も食
べるために、雛鳥が母鳥にするように、彼の口からかけらを取った。」








(24) p.212 l.12: 文の途中で、・と○で 18 字分削除。
　Zévort: 4.11「そして・・・さらに下の部分（下腹部）」




(26) p.213 ll.8-9: ・で 2 文分削除。
　Zévort: 4.12 グナトンがダフニスに接吻し、牝山羊が牡山羊にするように身を任せ
るよう頼んだ次第。 
(27) p.213 ll.10-12: ・で 2 文分削除。
　Zévort: 4.12 グナトンの誘いに対してダフニスが牡に牡が乗るのは見たことがない
と反論。
(28) p.213 l.13: ○で 15 字分削除。
　Zévort: 4.12「しかしグナトンは彼（ダフニス）に手をかけて、無理矢理凌辱しよう
とした」
(29) p.214 ll.9-10: ○で 37 字分削除。
　Zévort: 4.13「だからグナトンは折りをみて恋の長口舌をしようと企んでいた。」
(30) p.216 l.15: ○で 12 字分削除。「グナトンは美しい牧人の振舞を見れば見るほど○
○○○○○○○○○○○、」
　Zévort: 4.16「しかし、グナトンは、山羊飼いを見ることでいっそう胸が燃え上がり、」
(31) p.218 ll.6-7: ○で 47 字分削除。
　Zévort: 4.17「どうしてそんなに若い山羊飼いが傍らに寝ているのを見たいのか。」
(32) p.222 l.2: ○で 18 字分削除。
　Zévort: 4.19「しかしダフニスが、女のように使うためにミテュレネに連れていかれ、
グナトンの慰みものになることには同意できません。」













や忠告に言及した箇所もすべて削除されている [(20) や (23)]。その他、羊や山羊の交尾
を真似ようとするダフニスとクロエの大胆な行為 (10) や初夜の場面 (33) も削除されて
いる。



































16  宇野 (1923), pp.217; 紅野 (2009), p.41.














述べた通りだが、『ダフニスとクロエ』の訳が出版される前年の大正 13 年には Marcel 












べきは、昭和４年（1929）に同じくシュウォッブの手になる Mimes, avec un prologue et 









































なからずいた。たとえば、17 世紀の Huet は「あまりに淫らなので、顔を赤らめずに読
むには多少、反世間的にならなければならない」と述べており 
19






yet there are particular passages so extremely reprehensible, that I know nothing like 
them in almost any work whatever. This depravity is the less excusable, as it was the 
19  Huet (1671), p.37: Hardin (2000), p.65.
20  Florian (1788), p.15; Hardin (2000), p.77.
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professed design of the author to paint a state of the most perfect innocence. 
21
と、他のどの作品にも見たことがないほどの非難されるべき文章があると批判している




























21  Dunlop (1876), p.32.
22  Helm (1956 ), p. 51.
23  吉行 (2002), 232.
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